
岡原子力委員会委員長の海外出張報告 

 

令和元年１２月１７日 

 

１．出張先 

イギリス（ロンドン、セラフィールド、ハーウエル） 

 

２．出張期間 

令和元年１１月２４日（日）～１２月１日（日） 

 

３．渡航目的 

ロンドンで開催される日英原子力対話に出席し、ビジネス・エネルギー・

産業戦略省（ＢＥＩＳ）等原子力関係者との意見交換を行う他、セラフィー

ルド原子力施設、ダンジネスＡ原発、ハーウェル（ＲＷＭ）を視察し、関係

者と意見交換を行う。 

 

４．主要日程 

１１月２４日（日）東京発 → ヘルシンキ着 

２５日 (月）セラフィールド原子力施設視察 

２６日（火）ダンジネスＡ原発視察 

２７日 (水）日英原子力対話（ロンドン） 

２８日（木）ハーウェル（ＲＷＭ）視察 

２９日（金）ＢＥＩＳ等との意見交換 

 

５．概要 

日英原子力対話では、両国の原子力政策が紹介され、政府関係者の意見交

換が行われた。原子力白書の概要を紹介した。セラフィールドでは、再処理

施設の廃止措置等を視察した。ダンジネスＡではマグノックス型黒鉛減速炭

酸ガス冷却炉の廃止措置を見学した。ハーウェルでは高レベル放射性廃棄物

の処分についてＲＷＭ（放射性廃棄物管理機関）と意見交換等を行った。ロ

ンドンでイギリス政府と原子力産業界の関係者と原子力政策等について、意

見交換した。 
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